
群馬工業高等専門学校　2007 年度シラバス　1100620003MM/20120321

( 科目コード：1100620003MM)

【改訂】第 1 版（2008-03-31）
【科目】国語講読
【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】機械工学科・3 年次
【担当教員】

東城 敏毅

【授業目標・教育方針】
（１）論説文の精確な読解を通じて認識力・思考力を伸ばすとともに、現在さまざまに話題となっている現代の諸相や
社会現象を象を追及し、一般教養を身につける。
（２）レポートを書くときに必要な表現技術や、発表をするときに必要なスピーチの技術を身につける。
（３）批評の方法を身につける。

【授業概要】
　前期は、論説文読解を通じて、現在話題になっているさまざまな社会現象を追究し、その読解をもとに批評文を書
く実践を試みる。論説文で取り上げる内容は以下の２点である。
（１）映像と空間　　（２）国際化と文化　　
　後期は、村上春樹『象の消滅』所収短編を読解演習する。演習は以下の流れで実施する。
（１）読解　　（２）考察表の作成　　（３）班別討議　　（４）発表演習　　（５）発表討議記録の提出

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：『象の消滅』：村上春樹：新潮社：4103534168
参考書：『漢字の総合学習』：第一学習社：4804033165
その他、教材としてのプリントを適宜配布（多数配布するので随時ファイルにまとめていくこと）。
　　　　

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
必要に応じて視聴覚機器を使用する。

【メッセージ】
　演習形式の授業になるため、授業内での取り組みを重視します。また「書く」「発表する」「批評する」など、「表現
する」という行為の意味を深く考え、自分の意見をアピールすることに努めてください。
　また後期までに村上春樹『象の消滅』を熟読しておいてください。後期の授業は、それを前提に演習を実施いたし
ます。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：35%，期末試験：35%，レポート：20%，その他：漢字テスト 10％
［後期］中間試験：30%，期末試験：30%，レポート：20%，その他：漢字テスト 10％、授業への取り組み 10％

【本校の学習・教育目標】
◎ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．
○ (E) コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身につける．

【授業計画】（授業名：国語講読）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 授業概要 国語講読授業の目的と意義を説明する。また、授業に
臨むにあたって準備すべきことを指示する。

第 2 回～第 8 回 論説文読解（１）
「映像と空間」

岡真理「虚構のリアリズム」を読解し、「映像と空間」
におけるリアリズムについて考察する。

漢字テスト
１～ 7

第 9 回～
第 13 回

論説文読解（２）
「国際化と文化」

吉見俊哉「グローバル化のなかの文化と権力」を読解
し、日本文化におけるグローバリズム、オリエンタリ
ズム、ナショナリズムについて考察する。

漢字テスト
８～ 12

第 14 回～
第 15 回

作成論文相互批評 課題で作成した論文を相互批評する演習を実施する。 漢字テスト
13 ～ 14
夏休み課題：批評論文
作成

第 16 回 『象の消滅』演習の意義と考察表
作成

『象の消滅』演習の目的・意義、ならびに今後の演習
の流れを説明し、考察表を作成する。また第 20 回か
らの発表演習のグループ分けを実施する（発表短編を
選択する）。

漢字テスト
15

第 17 回～
第 18 回

世界の中の村上春樹 「なぜ世界は村上春樹を読むのか」（『世界は村上春樹
をどう読むか』文藝春秋、2006 年）を読解し、世界に
おける村上文学の位置を確認する。

漢字テスト
16 ～ 17

第 19 回 演習の実践 考察表から１短編を抽出し、演習の１例を示す。 漢字テスト
18

第 20 回～
第 29 回

・『象の消滅』発表演習
（１）～（８）
・解説（１）（２）

グループ別に発表演習を実施する（８班８短編）。
発表者２名、司会者１名、記録者２名
＊記録者は次の授業までに発表内容、質疑応答の記録
を提出・配布。

漢字テスト
19 ～ 25
課題：発表レポート作
成

第 30 回 総括 冊子『村上春樹『象の消滅』を読む』を作成し、今年
度の総括とする。
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